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は
じ
め
に
―
海
女
と
邂
逅

鳥
羽
市
内
か
ら
日
々
の
よ
う
に
見
え
る
神
島
へ
初
め
て
渡
っ
た
の
が
２
０
０
８
年
10
月
５
日
。
島
民

の
生
活
ぶ
り
と
海
に
囲
ま
れ
た
独
特
の
住
居
環
境
に
興
味
を
持
ち
、
鳥
羽
市
観
光
協
会
主
催
の
神
島
潮

騒
ロ
ケ
地
め
ぐ
り
に
参
加
し
た
。

伊
勢
湾
口
に
浮
か
ぶ
孤
島
、
神
島
は
も
と
も
と
無
名
の
島
で
、
過
去
に
流
刑
の
島
と
し
て
志
摩
八
丈

と
呼
ば
れ
た
。
三
島
由
紀
夫
の
小
説
『
潮
騒
』
で
世
間
に
注
目
を
浴
び
、
映
画
の
舞
台
に
な
っ
て
か
ら

は
日
本
全
国
へ
知
れ
渡
っ
た
。

島
に
は
海
神
の
綿
津
見
命
（
わ
た
つ
み
の
み
こ
と
）
を
祀
る
八
代
神
社
が
あ
り
、
苔
が
生
え
る

２
１
４
段
の
石
段
を
登
る
と
、
阿
吽
の
狛
犬
が
肝
胆
相
照
ら
す
か
の
よ
う
に
左
右
一
対
を
な
す
。
一

番
印
象
深
い
の
は
神
島
灯
台
で
特
別
公
開
す
る
『
潮
騒
』
の
名
場
面
を
記
録
し
た
写
真
の
数
々
。
な

か
に
は
女
優
、
山
口
百
恵
が
海
女
の
姿
で
『
潮
騒
』
の
映
画
に
出
演
し
た
こ
と
に
、
と
て
も
親
し
み
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を
感
じ
た
。

１
９
８
０
年
代
初
め
ご
ろ
、
日
本
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
赤
い
疑
惑
』
が
中
国
で
『
血
疑
』
の
題
名
で

放
映
さ
れ
、
中
国
全
土
を
風
靡
し
た
。
ド
ラ
マ
に
出
演
し
た
山
口
百
恵
は
、
当
時
の
中
国
で
一
番
人
気

の
高
い
日
本
女
優
で
あ
る
。
以
来
、
私
は
神
島
と
海
女
に
対
す
る
親
近
感
が
湧
き
は
じ
め
、
神
島
に
ま

つ
わ
る
民
俗
行
事
や
鳥
羽
と
志
摩
地
域
に
現
存
す
る
海
女
文
化
ま
で
広
く
興
味
を
持
ち
始
め
た
。

２
０
０
９
年
10
月
24
日
、
私
は
二
度
目
の
神
島
潮
騒
ロ
ケ
地
め
ぐ
り
に
参
加
し
た
。
同
年
暮
れ
の
三

度
目
の
神
島
で
は
、
元
旦
未
明
の
奇
祭
と
し
て
知
ら
れ
る
ゲ
ー
タ
ー
祭
り
を
初
め
て
目
に
し
、
旅
館

「
山
海
荘
」
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
か
ら
「
こ
の
島
の
ほ
と
ん
ど
の
主
婦
が
海
女
漁
を
や
っ
て
い
る
」
と
聞

い
て
神
島
の
常
連
客
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
五
度
目
の
神
島
は
２
０
１
０
年
６
月
10
日
、
海
女
の
祭
り

「
ご
く
あ
げ
」
を
取
材
す
る
旅
だ
っ
た
。

同
年
７
月
１
日
は
鳥
羽
市
国
崎
町
で
海
女
の
祭
り
「
御
潜
神
事
」
、
７
月
11
日
に
は
鳥
羽
市
菅
島
の

「
し
ろ
ん
ご
祭
り
」
を
見
る
な
ど
、
海
女
に
ま
つ
わ
る
民
俗
行
事
と
海
女
へ
の
関
心
は
日
々
年
々
と
深

ま
っ
て
い
た
。

鳥
羽
市
国
崎
町
の
御
潜
神
事
は
、
伊
勢
志
摩
地
域
で
も
っ
と
も
有
名
な
海
女
の
祭
り
と
し
て
知
ら
れ

る
。
し
か
し
、
２
０
１
１
年
か
ら
は
中
止
と
な
っ
た
。
２
０
１
３
年
６
月
25
日
、
海
女
文
化
世
界
遺
産

登
録
応
援
事
業
、
そ
し
て
20
年
に
一
度
の
「
式
年
遷
宮
」
を
記
念
し
て
御
潜
神
事
が
再
現
さ
れ
た
。
鳥


